＜研究ノート＞キャリア意識と選択コースとの関連性実証研究ー短期大学における入学時キャリア意識についてー by 細田 咲江
Three career consciousnesses at the time of junior college, “self-realization attitude”,
“career planning”, “career decision” is, featured some different courses that you selected at
the time of enrollment, I will analyze what kind of features. Also, in a short study of two
years, in order to enable the provision of efficient career education, and performs the
underlying analysis for Effectiveness of career education.
1．はじめに
我が国における高等学校卒業者の大学・短期大学への進学率は、昭和62年以来上昇を続け、
平成26年には54.5％（1）と半数以上の高校生が卒業後の進路として大学・短期大学へ進学しており、
高等専門学校、専門学校をいれると進学率は実に80.0％となる。進学率の上昇は、大学数が増え
たこと（2）に加え学部の新設等により定員数が大幅に増加したことや、少子化により高校生数その
ものが減ってきていること等の影響などが指摘されている。また、高卒求人の激減（3）により就職
をあきらめての進学（モラトリアム型）や、大学等進学者を対象にした奨学金受給者の増加（4）に
みられるように経済的側面からの影響なども考えられる。
さらに、入学定員と志願者数との入学収容力といった指標にも大きな変化が生じている。平成
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4年の大学収容力は約60％であり、大学進学率が約39％であった。その約10年後、平成23年では、
大学収容力は約92％にまで上昇し、大学進学率は約51％となった。いわゆる「大学全入時代」
に突入したといえる。
大学、短期大学の置かれている状況の変化は、進学率だけではない。進学してくる学生の入学
選抜方法も変化している。文部科学省の調査（5）によれば、私立大学における平成23年度入学者で
は約半数がアドミッション・オフィス入試（以下、AO入試と表記する）、あるいは、推薦入試
を経由して入学している。約10年前と比較してみると、入学者そのものは平成12年度で592,878
人、平成23年度が599,407人と実人数ではさほど大きな違いはないが、選抜方法別入学者の割合
には変化が生じている。国立大学を含めた大学への選抜方法別入学者をみると、平成12年度は、
一般入試での入学者が65.8％、推薦入試が31.7％ AO入試が1.4％であった。一方、平成23年度
では、一般入試での入学者は55.7％、推薦入試が35.1％、AO入試が8.7％であり、この10年で、
AO入試、推薦入試を経由した入学者が大きく増加しており、入試方法の多様化が進んでいる。
さらに、私立大学に限定しての選抜方法別入学者を見ると、一般入試での入学者は48.4％、推
薦入試が40.7％、AO入試が10.4％となっており、私立では、約半数の学生が推薦入試、AO入
試を経由して入学している。また、AO入試を実施する学部の約9割は書類審査と面接による選
抜を実施（AO実施学部は1,290学部）しており、小論文、課題、プレゼンテーションといった
実技系の試験を併用している学部もあるが、多くの入学者が書類選考と面接で入学している状況
である。すなわち、私立大学への入学者のうち約半数の学生が、学力選抜試験を経ないその他の
方法で入学してきているということになる。
さて、大学定員収容力90％以上、選抜方法の多様化、面接試験のウエイトが大きい入試を受
ける高校生の大学進学の目的はどうであろうか。株式会社リクルートの調査（6）によれば、大学進
学者が感じている大学進学のメリットとして、「将来の選択肢が広がる」「学校生活が楽しめる」
「クラブ・サークル活動を楽しめる」といった項目が上位に挙がっている。一方、短期大学進学
者の短期大学に進学するメリットでは、「早く社会に出られる（2年で卒業できる）」「自分の目
指す仕事・職種につける」「自分のやりたい専門分野の勉強に集中できる」といったことが上位
になっている。大学では4年という時間をかけて将来の選択肢を広げていくことや、交友関係を
広げるといった生活部分での期待値があるのに対し、短期大学では大学に進学した場合の半分と
いう短期間である程度の知識を身につけ早く社会に出られることを期待しているといえる。
こうした入学者の変化を受け短期大学では、在学時間が短い中で社会に出てもその要請に応え
うる人材の輩出、昨今の就職活動開始早期化の流れの中での準備など考慮し、4年制の大学生以
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上に早期におけるキャリア教育の必要性が生じている。
現在では、多くの大学でキャリア教育が取り入れられ、キャリア支援プログラムもさまざまな
工夫がなされている。振り返れば、大学生の就職率が低下し、大学での「キャリア教育」にスポ
ットが当たりだした大学におけるキャリア教育導入期においては、就職活動を控えた高学年に向
けての就職活動のサポートとしての選考書類の指導や面接指導といったノウハウを伝授する形式
のものが中心であったが、近年のキャリア教育は、「キャリア」の意味をとらえ直し、就職活動
に関するノウハウだけではなく、キャリアを生き方そのものととらえた「キャリアデザイン」や
職業観の醸成に関わるカリキュラムを取り入れている大学も少なくない。
中央教育審議会で指摘された、「高等学校では、これまでのように、大学入試の存在自体が大
学進学希望者の学習意欲を喚起し、高等学校の指導と相乗して学力を定着させることが困難にな
りつつある」（7）といった状況の中、学力選抜試験を経ないで書類、面接を中心とした選抜方法で
入学してくる学生への、将来のビジョンを描かせるためのアプローチ方法の一つとしてキャリア
教育の重要性も増してきている。特に短期大学においては、2か年という短期間で将来の職業に
役に立つ知識を学びスキルを身につけ、4年生大学より早く社会に出ることを重視し、学力選抜
試験を経ないで書類選考、面接試験等で入学してきた学生のキャリア意識が、キャリア教育によ
りどのように変化していくのかを検証することは、キャリア支援プログラム開発に必要な検証で
ある。
以上のような大学・短期大学の違いを踏まえた上で、職業に結びついた（8）コース別カリキュラ
ムのある短期大学進学者の入学時のキャリア意識を分析することは、2年間という短い学びの時
間の中で、いかに学生の意識を将来に結び付けていくことができ、結果的に効率的な教育の提供
を可能にするための方法を模索する上でひとつの指標となりうると考える。本研究では、そのベ
ースとなる職業選択に関わる特色のあるコース別で、入学時におけるキャリア意識にどのような
特色があるのかを分析する。
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2．研究方法
2.1 実施方法
本実証研究のベースとなる調査は次男の通りに行った。埼玉県の収容定員600人規模の短期大
学で実施されている、低学年向けキャリア関連科目「キャリアデザインⅠ」を履修している短期
大学生への選択アンケート方式（9）により、入学直後のキャリア意識と所属コースとの関連を考察
する。
2.2 調査実施日
2015年4月13日
1、2限（1限：9時20分～10時40分 2限：10時50分～12時10分）
2.3 対象者
低学年対象キャリア関連科目である「キャリアデザインⅠ」を受講する関東在住の日本人女子
短期大学生308名が検査を受け、その内データ欠損の5名を除く303名を対象とした。
2.4 対象者の所属するコース概要
今回の実施短期大学での検査実施時点での各コースのカリキュラムポリシーについては表1の
通りである。コース編成は、商学科5コース、国際コミュニケーション学科5コース、両学科共
通コースの計15コースである。ただし、今回の検査対象者には、ダンス・プレゼンテーション
コース、および、英語グローバルコースの学生はいない。
なお、表内のコースの数字は、1～5が商学科のコース、6～10が国際コミュニケーション学科
のコース、10～15が両学科共通のコースである。
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表1 コース別カリキュラムポリシー
1．ファッション・
トレンドコース
ファッションを作り出すための技能、販売に関わるサービス・接客能力
を学び、アパレル・ファッション業界を目指す
2．経営・
マーケティングコース
企業経営やマーケティングに関わる総合的な知識と判断力を学び、会社
経営や商品、各種サービスの開発・企画、事務スタッフなどを目指す。
3．会計事務
コンピュータコース
簿記・会計、ファイナンスの知識と技能、コンピュータの知識と技能を
学び、経理・会計などの事務スタッフを目指す。
4．医療事務
コンピュータコース
医療機関における受付、会計のほか、カルテの読み方、保険診療に伴う
請求事務の知識と技能を学び、医療事務担当者や医療秘書などを目指す。
5．保険薬局事務コース
処方箋、調剤報酬請求事務の知識のほか保険・調剤薬局に必要な実務能
力やコミュニケーション能力を学び、薬局事務スタッフを目指す。
6．観光・エンターテイン
メントコース
国際的なビジネス感覚、コミュニケーション能力、トラベル関連の専門
的知識を学び、観光業界で活躍するスタッフを目指す。
7．ホテル・
ホスピタリティコース
ホテルの知識を総合的に学び、サービス・接遇能力やコミュニケーショ
ンスキルを高め、ホテル業界で活躍するスタッフを目指す。
8．エアライン・
ホスピタリティコース
エアライン関連の専門的知識や感性あふれるホスピタリティマナー、サ
ービス・接遇の実務能力を学び、キャビンアテンダントやグランドスタ
ッフなど航空関連企業での活躍を目指す。
9．ブライダル・
コーディネートコース
ブライダルに関する文化や慣習などを学び、ブライダル・コーディネー
ター、プランナーを始めとして広汎なブライダル業種に応えることので
きる人材を目指す。
10．ウェディング・
ファッションコース
ウェディングドレス、ファッションコーディネートの専門知識を学び、
ウェディング・スタイリストなどを目指す
11．ビューティー・
キャリアコース
魅力的なコミュニケーション能力や人から好感を持たれるためのスキル
を学び、ビューティーアドバイザーや美容部員などを目指す。
12．心理・セラピーコース
心理学をベースにした心身の健康に関する知識や心理カウンセリングの
手法などを学び、専門知識を活かした販売スタッフなどを目指す。
13．ダンス・プレゼンテー
ションコース
ダンスにより表現する喜びと楽しさ、積極性やリーダーシップを学び、
知力・体力・行動力をかね備えたキャリアウーマンを目指す。
14．韓国語コース
基礎から実用まで幅広い韓国語や韓国の社会情勢や文化、ビジネスなど
を学び、韓国に関係する商社や旅行会社などのスタッフを目指す。
15．英語グローバルコース
海外生活で役立つ知識と国際理解、英語によるコミュニケーション力、
プレゼンテーション能力を学び、幅広く英語力を活用するキャリアウー
マンを目指す。
出所 埼玉女子短期大学 ホームページより
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2.5 コース別対象者の割合
今回アンケート実施対象者の各コース別の割合は、ファッション・トレンドコース6.8％、経
営・マーケティングコース1.6％、会計事務コンピュータコース5.8％、医療事務コンピュータコ
ース27.3％、保険薬局事務コース1.3％、観光・エンターテインメントコース7.1％、ホテル・ホ
スピタリティコース9.1％、エアライン・ホスピタリティコース14.0％、ブライダル・コーディ
ネートコース14.0％、ウェディング・ファッションコース4.5％、ビューティー・キャリアコー
ス1.0％、心理・セラピーコース1.0％、韓国語コース6.5％である。
3．結果と考察
実施したアンケートから得られた回答から、それぞれの因子ごとにコース別尺度得点を算出比
較した。回答の「非常にあてはまる」を5点、「かなりあてはまる」を4点、「ややあてはまる」
を3点、「あまりあてはまらない」を2点、「ほとんどあてはまらない」を1点として項目と得点を
算出した。ただし、逆転項目については、点数を逆転計算して算出している。
3.1 自己実現的態度
自己実現的態度は、職業をとおして自己実現を図ろうとする意識に関する尺度で、10項目に
より構成されている。因子、コースごとの尺度得点は表2のとおりである。
全体の尺度得点は、42.47であった。この得点は、かなりあてはまる、非常にあてはまるを選
択した学生が相対的に多かったことを示しており、自己実現的態度に関しては、全体として意欲
的な態度を持っている学生多いことがわかる結果となった。
項目の得点でみると、「人間的に成長したいと思う」が最も高く4.56であった。ほとんどの学
生がかなりあてはまる、非常にあてはまるをマークしており、学生生活、職業人生をとおしての
人間的成長を期待していることがわかる。一方、最も低い得点は、「自分の仕事や職業をとおし
て、多くの人に認められたいと思う」で4.02であった。これは、自己実現的態度の項目の中では
最も低い得点ではあるが、数字そのものは4.00以上であり、決して態度が低いとは言えない数字
であることから、自己実現的態度についてはどのコースも概ね意欲的な態度を持っているといえ
る。
コース別の特徴では、保険薬局コースのみ3.53と3点台であり、他のコースに比べ自己実現的
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表2 「自己実現的態度」に関する尺度得点
問1 問4 問7 問10 問13 問16 問19 問22 問25 問28 合計
ファッション 4.62 4.05 4.00 4.33 4.62 4.33 4.52 4.05 3.86 4.14 42.52
経営 4.60 4.00 3.80 4.40 4.40 3.60 4.40 4.00 3.20 3.80 40.20
会計 4.22 4.11 3.78 4.17 4.17 4.00 4.39 3.83 3.61 3.83 40.11
医療事務 4.46 3.99 3.90 4.31 4.32 4.07 4.50 3.89 4.12 4.01 41.58
保険薬局 3.75 3.75 3.50 3.50 3.75 4.00 4.00 3.25 2.75 3.00 35.25
観光 4.32 3.95 3.82 4.05 4.27 3.91 4.59 3.68 3.95 3.82 40.36
ホテル 4.46 4.07 4.11 4.43 4.43 4.21 4.46 4.07 4.21 4.18 42.64
エアライン 4.72 4.42 4.51 4.51 4.56 4.60 4.81 4.16 4.09 4.35 44.74
ブライダル 4.53 4.19 4.33 4.42 4.79 4.40 4.67 4.49 4.49 4.58 44.88
ウェディング 4.57 3.50 4.07 4.36 4.50 4.50 4.57 3.86 3.86 3.57 41.36
心理 4.33 4.00 4.67 4.00 4.33 4.00 4.00 3.33 3.67 3.67 40.00
ビューティー 4.67 3.67 3.67 4.67 4.33 4.00 5.00 4.00 4.33 4.00 42.33
韓国語 4.70 3.95 4.35 4.40 4.80 4.55 4.70 4.10 4.05 4.30 43.90
全体 4.51 4.06 4.09 4.34 4.47 4.25 4.56 4.02 4.05 4.12 42.47
態度が低い傾向がわかった。
なお、表2～4内では、以下の省略した表記で各コースを解説する。ファッション・トレンド
コースは、ファッション。経営・マーケティングコースは、経営。会計事務コンピュータコース
は、会計。医療事務コンピュータコースは、医療。保険薬局事務コースは保険薬局。観光・エン
ターテインメントコースは、観光。ホテル・ホスピタリティコースはホテル。エアライン・ホス
ピタリティコースは、エアライン。ブライダル・コーディネートコースは、ブライダル。ウェデ
ィング・ファッションコースは、ウェディング。ビューティー・キャリアコースは、ビューティ
ー。心理・セラピーコースは、心理。韓国語コースは、韓国語。
3.2 進路計画
進路計画は、将来の職業に向けて活動をどの程度行っているかに関する尺度で、10項目によ
り構成されている。因子、コースごとの尺度得点は表3のとおりである。
全体の尺度得点は、30.72であった。項目の得点でみると、「将来の仕事や職業についていろい
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表3 「進路計画」に関する尺度得点
問2 問5 問8 問11 問14 問17 問20 問23 問26 問29 合計
ファッション 3.05 3.00 2.52 2.90 3.45 3.57 2.85 3.62 2.95 2.90 30.82
経営 3.40 2.40 1.80 2.60 3.00 3.60 2.40 3.40 3.20 2.20 28.00
会計 2.72 2.39 1.94 2.22 3.06 2.89 2.33 2.83 2.44 2.39 25.22
医療事務 3.06 2.73 2.10 2.92 3.13 3.50 2.77 3.31 2.63 2.63 28.77
保険薬局 3.00 2.50 2.25 2.50 3.50 3.25 2.00 2.75 2.25 2.00 26.00
観光 2.77 2.50 2.09 2.68 3.23 3.82 2.45 3.09 2.64 2.77 28.05
ホテル 3.39 3.00 3.00 3.32 3.21 4.07 2.96 3.82 3.25 2.96 33.00
エアライン 3.56 3.37 2.67 3.74 3.33 4.30 3.26 3.86 3.51 3.09 34.70
ブライダル 3.33 2.98 2.70 3.49 3.00 3.95 3.00 4.16 3.53 3.09 33.23
ウェディング 3.21 2.71 2.57 2.93 3.71 4.14 3.07 3.79 3.29 3.07 32.50
心理 2.67 2.33 1.67 2.33 2.67 3.00 2.67 2.67 2.33 1.67 24.00
ビューティー 3.00 2.33 2.33 3.33 4.33 4.00 2.33 3.33 3.00 3.00 31.00
韓国語 3.00 2.90 2.75 2.90 3.35 4.05 2.79 3.80 3.15 2.90 31.59
全体 3.16 2.85 2.42 3.08 3.21 3.78 2.81 3.57 3.02 2.82 30.72
ろ考えている」が最も高く3.78であった。3点台後半であることから、多くの学生があてはまる
をマークしており、職業に関連したコースを選んで入学してきている学生の特徴が表れたといえ
る。最も低い得点は、「希望する職業につくために、特別な勉強や準備をしている」で2.42であ
った。このことから、進路計画については、いろいろ考えてはいるが具体的な行動にはでていな
いことが表れている。
コース別では、エアライン・ホスピタリティコースが最も高く34.70であり、次いで、ブライ
ダル・ホスピタリティコースの33.23、ホテル・ホスピタリティコースの33.00、ウェディング・
ファッションコースの32.50となった。一方で、最も低かったのは、心理・セラピーコースの24.00
であった。その他のコースでも、比較的高いコースは、ファッション・トレンドコースの30.82、
ビューティー・キャリアコースの31.00と、具体的な職業と結びついているコースでは高めにで
ている傾向がある。これらのコースは、コース名からその後の進路が容易に想像できることから、
入学段階からある程度将来の職業をイメージして進路計画を立てて入学してきているため、他の
コースに比べ高い得点傾向が出たものと推測される。
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3.3 進路決定
進路決定は、進路を決定するにあたっての自身や意志の強さに関する尺度で、10項目により
構成されている。因子、コースごとの尺度得点は表4のとおりである。
全体の尺度得点は、33.48であった。項目の得点でみると、「どんな仕事につくかは、その時に
なって決めればいいと思う」（逆転項目：数字を逆転して換算した）が最も高く4.14であった。
進路決定については、就職活動期に入ってから進路を決めるのではなく、入学段階から将来の職
業を想定し、それに向けて準備をする意識を持って入学している学生が一定数いることがこのよ
うな結果に表れているといえる。将来の職業が予測できるコース制をとっている学校を選んだ学
生の傾向として、理解できる数字である。
一方、最も低い項目は「自分の仕事や職業を決めることに不安を感じていない」の2.11であっ
た。これは、コースを選び将来の進路についてはある程度予測しながら入学してきたとはいえ、
最終決定となると不安が生まれてくることもあるであろうし、将来そのものに対する不安を感じ
ているといった要素も含まれているのかもしれない。
コース別では、ビューティー・キャリアコースが最も高く34.67であり、次いで、ブライダル・
ホスピタリティコースの34.66、エアライン・ホスピタリティコースの34.56、ホテル・ホスピタ
リティコースの33.96、ウェディング・ファッションコースの33.93となった。最も低かったのは、
保険薬局事務コースの28.00であった。これは、進路計画の項目と似たような傾向で、具体的な
職業と結びついているコースでは高めにでているが、最も低い得点である保険薬局事務コースも
職業と結びついていることは、進路決定に関しては、最終的な決定には不安を感じていることの
表れによる違いと思われる。
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表4 「進路決定」に関する尺度得点
問3 問6 問9 問12 問15 問18 問21 問24 問27 問30 合計
ファッション 3.29 3.19 3.14 3.15 3.05 3.67 3.1 4 4.00 3.86 2.14 32.63
経営 3.20 3.00 3.20 3.40 3.00 3.60 3.20 4.00 3.60 1.80 32.00
会計 3.11 2.67 2.78 3.39 2.67 3.06 3.39 4.00 3.50 1.89 30.44
医療事務 3.76 3.25 3.21 2.80 2.79 3.45 3.12 4.23 3.95 1.85 32.40
保険薬局 3.75 2.75 2.00 3.25 2.50 3.00 3.00 3.50 2.75 1.50 28.00
観光 3.23 3.18 2.73 3.27 2.90 3.50 2.91 4.14 3.68 1.95 31.50
ホテル 3.54 3.57 3.18 2.68 3.46 4.11 2.64 4.00 4.11 2.68 33.96
エアライン 4.09 3.84 3.56 2.49 3.42 4.40 2.40 4.14 4.16 2.07 34.56
ブライダル 3.74 3.63 3.58 2.49 3.48 4.28 2.56 4.19 4.23 2.49 34.66
ウェディング 3.29 3.50 3.07 3.14 3.21 4.36 2.86 4.00 4.14 2.36 33.93
心理 2.67 3.00 2.67 3.33 2.33 3.00 3.00 4.67 3.00 2.00 29.67
ビューティー 3.67 3.00 3.33 3.00 3.67 4.00 2.67 4.00 4.67 2.67 34.67
韓国語 2.85 3.65 3.30 2.80 3.26 4.00 2.75 4.20 4.35 2.00 33.16
全体 3.57 3.39 3.72 2.82 3.07 3.81 2.86 4.14 3.99 2.11 33.48
3.4 考察
これまでの調査の分析結果を進路熟達度の「自己実現的態度」「進路計画」「進路決定」の3つ
の側面からみると、該当短期大学の学生は、「自己実現的態度」に関する得点が高く、「進路計画」
は中位、「進路決定」の得点は低い傾向にあることが示された。コース別の特徴でみると、学習
内容が将来の職業に関連したコースの学生では、どの項目もそうでないコースの学生に比べ相対
的に高く出ている。15のコースの中には、前出のカリキュラムマップで示した通り、コース名
からもでも職業に関連した学びが期待できることが想像可能なコースもあり、2ヶ年という限ら
れた年月であっても、社会人として必要な知識やスキルを学ぶ必要性を感じている学生が入学し
てきていることが予測される結果であった。全体としてビジネス系の短期大学ではあるが、入学
時に比較的細分化した15のコースを選択していることで、該当コースの学生は将来の職業選択
を早い段階で意識して入学している特徴が表れた結果である。すなわち、進路選択にあたり、早
く社会に出ることを意識し4年制大学を選ばず、文学や経済といった将来の職業と直

接

的

に結び
つかない学問ではなく、将来の職業が容易に想像できるコース制を選んだという態度、意識が今
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回の結果に反映されている。しかも、その傾向は、コースの特色がはっきりしているコースほど
よくあらわれており、コースによる入学時のキャリア意識の違いがよくわかる結果でもあった。
一方で、コース名が職業に直接結びつかないコースもあり、そうしたコースを選んだ学生には、
「進路計画」や「進路決定」の部分で他のコースの学生より低い得点傾向にあり、進路に対して
の態度、意識が未決定である。事実、該当コースの学生にヒヤリングしてみると、「何をしたい
かまだ決まっていないので、まずは会計を勉強し将来に備えたい」や「何をしたいかわからない
ので、興味のある心理の勉強をしたい」など、コースを選んだ理由として将来の職業選択に直結
しない理由を挙げる学生もいた。将来をかなり意識してコースを選んだ学生と、意志が未決定な
状態での入学してくる学生とのキャリア意識の違いが明確に出てくることがわかった。
もちろん、大学入学時に将来を明確にして入学することが正しいということでもなければ、そ
うでなく進路を決定することを否定しているわけでもない。高校までの限られた学習と社会的経
験値、そこまでの精神的な発達だけで強固な進路を決めきることは大変難しいことであり、必ず
しもその決定が正しいかどうかは判断できないもの事実ではある。また、コースを決めて入学し
てくる学生といえども、確たる意志を持って決定している学生もいれば、親や学校の先生に勧め
られて、兄弟を見てなどといった、必ずしも全員が主体的な決定をしているわけでもない。
さらに、職業に結びつきやすいコースを選択したとはいえ、より深い専門的な学習と即戦力と
しての社会からの期待値が高い専門学校を選択せず、入学後の科目選択によっては、一般教養と
しての幅広い学問も学ぶことも可能なビジネス系の短期大学を選択している学生であり、その傾
向として、進路計画や進路決定に甘さがあらわれているといえる。
今後は、入学時点でのコースにおけるキャリア意識の特色が、キャリア教育の一環である「キ
ャリアデザインⅠ」を半年間学んだことで、さらには、就職活動を視野に入れた夏期休業後に展
開される「キャリアデザインⅡ」を半年間学んだのち、同じ指標がコースごとにどのように変化
したか検証することで、コース別の特色と、キャリア支援プログラムの効果検証にもつなげてい
きたい。
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年には781校となった。一方で、短期大学数は大学数と反比例するがごとくの推移をたどっ
ており、平成8年の598校をピークに年々減り続けており、平成26年には352校となった。大
学数が大幅に増えたことにより高等教育機関における収容定員も増え、進学率上昇のひとつ
の要因になっていると考えられる。
（3）厚生労働省「高校・中学新卒業の就職内定状況等」によれば、高校生に対する求人数は、こ
の二十数年で激減している。平成4年の167.6万件をピークに減り続け、平成6年に100万件
を下回ると以降は10万～20万件単位で求人数が減り、直近では、平成27年3月卒業生に対す
る求人は、32.6万件である。ただし、求人件数最少のピークは平成23年3月卒業生で19.4万
件であり、それ以降は徐々に増えており平成27年3月卒業生に至る。
（4）日本学生支援機構「平成24年度学生生活調査」
この調査によれば、大学昼間部に在学している学生のうち、52.5％の学生が奨学金を受給し
ている。受給率の推移をみると、2000年度までは20％台で推移してきているが、2002年度
に31.2％、2004年が41.1％、2010年度50.7％とこの10年ほどで一気に受給率が上がってい
る。日本学生支援機構の奨学金を取り上げると、受給内容が給付型から貸与型に大きくシフ
トしており、奨学金制度の変更で奨学金受給率は大きくアップしたと考えられる。
（5）文部科学省「大学入学者選抜、大学教育の現状」平成26年
www.kantei.go.jp/singi/kyouikusaisei/dai11/sankou2.pdf
（6）株式会社リクルートマーケティングパートナーズ リクルート進学総研「進学センサス2013」
（7）文部科学省中央教育審議会「平成20年12月24日付 学士課程答申」
（8）対象の短期大学では15のコースがあるが、そのすべてのコースにおいて特定の職業と直接
的に関連する特色があるわけではない。
（9）アンケートで使用した尺度は、財団法人日本進路指導協会の「進路成熟尺度」表5を用いた。
逆転質問には、項目の最後に（R）を記した。
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1 私は、生きがいのある生活を送りたいと思う 1 2 3 4 5
2 私は、自分の将来についていろいろ計画を立てている 1 2 3 4 5
3 私は、これから先の進路をまだ決めていない（R） 1 2 3 4 5
4 私は、自分の力で自立した生き方をしたいと思う 1 2 3 4 5
5 私は、将来の計画をしっかり立てている 1 2 3 4 5
6 私は、これからの進路についてよく考えている 1 2 3 4 5
7 私は、自分のいろいろな能力を十分に生かしたいと思う 1 2 3 4 5
8 私は、希望する職業につくために、特別な勉強や準備をしている 1 2 3 4 5
9 私は、どんな生き方がよいのかわからない（R） 1 2 3 4 5
10 私は、自分の人生をもっとすばらしいものにしたいと思う 1 2 3 4 5
11 私は、はきりとした将来の目標を持っている 1 2 3 4 5
12 私は、自分はこれからどのように生きていくのか、よくわからない（R） 1 2 3 4 5
13 私は、自分が本当に満足できる仕事につきたいと思う 1 2 3 4 5
14 私は、将来つきたい仕事が、自分に向いているかどうか検討している 1 2 3 4 5
15 私は、自分のこれからの進路を自分で決めていく自信がある 1 2 3 4 5
16 私は、自分の得意なことをもっと伸ばしたいと思う 1 2 3 4 5
17 私は、将来の仕事や職業についていろいろ考えている 1 2 3 4 5
18 私は、こういう仕事をしたいという希望を持っている 1 2 3 4 5
19 私は、人間的に成長したいと思う 1 2 3 4 5
20 私は、将来つきたいと思っている仕事の内容をよく理解している 1 2 3 4 5
21 私は、自分の将来の生き方についてよく考えている 1 2 3 4 5
22 私は、自分の仕事や職業をとおして、多くの人に認められたいと思う 1 2 3 4 5
23 私は、自分がどんな仕事をしたいのかよく考えている 1 2 3 4 5
24 私は、どんな仕事につくかは、その時になって決めればいいと思う（R） 1 2 3 4 5
25 私は、世の中や社会のために役立つ人間になりたいと思う 1 2 3 4 5
26 私は、自分が本当にやってみたい仕事は何かよくわかっている 1 2 3 4 5
27 私は、これからの進路について、今はまだ考えたくない（R） 1 2 3 4 5
28 私は、自分の仕事や職業をとおして、価値のあることをやり遂げたいと思う 1 2 3 4 5
29 私は、自分に合った生き方を見つけている 1 2 3 4 5
30 私は、自分の将来の仕事や職業を決めることに不安を感じていない 1 2 3 4 5
表5 「進路成熟尺度」
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